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C O N T E N T S

　

「
金
融
市
場
は
人
間

の
本
能
に
従
っ
て
動
か

さ
れ
る
の
で
、
過
剰
反

応
す
る
傾
向
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
周
期
的
に

何
ら
か
の
金
融
不
安
が
起
こ
る
の
は
ほ
と
ん
ど

避
け
ら
れ
な
い
。
…
…
し
か
し
、
デ
ー
タ
や
数

値
の
裏
で
、
莫
大
な
人
道
的
な
代
償
が
払
わ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
人
々
は
仕
事
や
貯
蓄
を
失

い
、
最
悪
の
影
響
が
及
ん
だ
国
々
で
は
貧
困
に

追
い
や
ら
れ
た
」（「
ル
ー
ビ
ン
回
顧
録
」
日
本

経
済
新
聞
社
）

　

原
著
は
2
0
0
3
年
、
邦
訳
は
05
年
に
出
版

さ
れ
た
、
ロ
バ
ー
ト
・
E
・
ル
ー
ビ
ン
元
米
財

務
長
官
に
よ
る
回
顧
録
。
一
級
の
政
治
経
済
、

金
融
市
場
の
テ
キ
ス
ト
で
も
あ
る
。
冒
頭
の
記

述
は
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
を
含
め
た
国
際
経
済
危

機
に
関
す
る
考
察
の
一
部
で
、
ま
だ
人
々
の
記

憶
に
新
し
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
金
融
危
機
が
、

米
国
発
で
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
は
、
彼
も

予
想
外
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

米
国
で
、
信
用
力
の
低
い
借
り
手
に
対
す
る

住
宅
ロ
ー
ン
、
い
わ
ゆ
る
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー

ン
の
返
済
滞
納
が
、
一
挙
に
国
際
経
済
危
機
問

題
に
躍
り
出
た
。
以
前
か
ら
バ
ブ
ル
化
し
た
不

動
産
ブ
ー
ム
の
下
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の

焦
げ
付
き
が
危き

ぐ惧
さ
れ
て
、
政
策
金
利
へ
の
影

響
が
、
マ
ス
コ
ミ
を
賑に

ぎ

わ
し
て
い
た
。

　

米
景
気
好
調
の
中
、
金
利
引
き
上
げ
が
行
わ

れ
れ
ば
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
利
用
世
帯
は
一
段
と

深
刻
な
状
況
に
陥
る
。
だ
が
米
政
府
も
、
米
連

邦
準
備
制
度
理
事
会
（
F
R
B
）
も
、
サ
ブ
プ

ラ
イ
ム
問
題
は
米
国
全
体
に
は
波
及
し
な
い
、

分
野
を
限
定
し
た
問
題
で
あ
る
と
表
明
し
て
い

た
。
ま
た
、
資
産
価
格
バ
ブ
ル
の
た
め
に
金
融

政
策
を
使
う
べ
き
で
は
な
い
と
も
強
調
し
て
い

た
。

　

だ
が
資
産
担
保
証
券
（
R
M
B
S
）
な
ど
を

組
み
込
ん
だ
金
融
商
品
は
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド

が
購
入
し
、
世
界
中
に
ば
ら
ま
か
れ
て
い
た
。

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の
焦
げ
付
き
多
発
は

R
M
B
S
の
格
付
け
引
き
下
げ
、
価
格
下
落
を

も
た
ら
す
。
そ
の
結
果
、
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
ン

ド
市
場
で
一
斉
に
資
金
回
収
が
生
じ
る
危
険
が

強
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
欧
州
中
央
銀
行

（
E
C
B
）、
F
R
B
、
そ
し
て
日
本
銀
行
も

協
調
的
に
資
金
供
給
し
た
。

　

資
金
供
与
の
目
的
は
、
間
違
っ
て
も
資
産
を

失
っ
た
人
の
救
済
で
は
な
い
。
国
際
資
本
市
場

の
維
持
が
目
的
だ
。
そ
し
て
金
融
不
安
は
、
現

代
社
会
で
は
ほ
と
ん
ど
避
け
ら
れ
な
い
。
こ
れ

が
ル
ー
ビ
ン
氏
か
ら
の
教
訓
だ
。

ル
ー
ビ
ン
氏
の
教
訓お

茶
の
水
女
子
大
学
教
授　
篠
塚
英
子
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